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令和４年度 第１回 八千代市上下水道事業運営審議会会議録 

 

開 催 日 時  令和５年２月２日（木） 

       午後２時 開会   午後３時７分 閉会 

開 催 場 所  八千代市上下水道局 ２階 大会議室 

事務局から  上下水道局新庁舎整備の内容 

の報告 

議   題  （１）令和３年度決算の報告について 

       （２）第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代市公共 

下水道事業経営戦略実施計画の令和３年度取組状況の報告について 

 

出 席 者 名 

 出席委員     袖 澤 利 昭  委 員 

森 中 祐 治  委 員 

齊 藤   幹  委 員 

小 倉 久 子  委 員 

岩 佐 行 利  委 員 

及 川  冨士雄  委 員 

高 羽   宏  委 員 

大 内 総一郎  委 員 

梶 原 則 男  委 員 

菖蒲澤 正 子  委 員 

 

 事 務 局     豊 田 和 男  事業管理者 

          大 澤 利 和  上下水道局長 

永 沼 浩 一  上下水道局次長 

萩 野 光 誠  経営企画課長 

宮 崎 裕 治  給排水相談課長 

佐 藤 淳 也  上水道課長 

吉 田 勝 祐  上水道課主幹 

鎭 目 明 央  下水道課長 

鹿 野 浩 一  下水道課主幹 

岡 村 夏 彦  経営企画課副主幹 

工  藤    拓  経営企画課主査補 

矢 越 崇 晃  経営企画課主事 

飯 島 香世子  給排水相談課副主幹 

石 塚 貴 彦  上水道課副主幹 
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西 村 政 則  上水道課主査 

松 川 佳 孝  上水道課主査補 

笠 川 滋 史  下水道課主査 

森 田 佳 宏  下水道課主査 

 

公開・非公開の別  公 開 

傍 聴 人      １ 名 （定員 ３名） 

所管課名      上下水道局経営企画課 

電話番号      ０４７（４８３）６５７２ 内線２８０３ 

 

 

（会議録） 

 

事業管理者挨拶 

職員紹介 

 

【事務局からの報告】 上下水道局新庁舎整備の内容 

 

萩野経営企

画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道局新庁舎整備の内容についてご報告させていただきます。事務

局からの報告事項でございますが，以前の審議会でもご説明させていただ

いておりました，上下水道局庁舎の移転が昨年の１１月に完了いたしまし

たので，新庁舎の整備内容についてご報告させていただきます。 

右上に，報告資料と記載された資料の１ページをご覧ください。 

旧庁舎の概要と移転先でございますが，これまで使用しておりました旧

上下水道局庁舎は昭和４７年に建築され５０年が経過し，老朽化が進み，

また耐震性も不足していたため，市役所本庁舎の第２別館として使用して

いた建物を増・改築し，このたび移転いたしました。 

１ページの下の方に記載しております，新庁舎整備の概要をご説明いた

します。 

構造は鉄筋コンクリート造りの地上２階建て，延床面積が２，０１９．

３１㎡，全体整備費が約９億２，２６０万円となっております。その他の

費用といたしまして，第２別館と屋外にある倉庫を市から所管替えするた

めに要した費用が５，２５０万円，什器等の購入費用が約３，６８５万円

となっております。供用開始日は昨年の１１月１４日でございます。 

２ページをご覧ください。新庁舎の特徴でございます。 

１点目の「災害への備えの強化」でございますが，本庁舎は震度７程度
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矢越経営企

画課主事 

 

高羽委員 

 

 

 

までの耐震性や停電時に庁舎機能を７２時間維持できる非常用発電設備

を備え，予期せぬ災害発生時においても，迅速な災害対応が可能となって

おります。 

２点目の「環境に配慮した施設」でございますが，具体的には，エコガ

ラスの導入により，建物の断熱性能が上がり，効率のよい冷暖房を行うこ

とができるほか，高効率空調及び調湿外気処理機（デシカント空調）を採

用し，除湿時に過冷却や再加熱を必要としない等の省エネ対応となってお

ります。 

３点目の「業務委託先事業者の事務所の集約化」でございますが，水道

料金・下水道使用料の徴収業務の委託業者であります，第一環境株式会社

と，２４時間体制での漏水等の緊急時対応及び，給水装置工事申請等の窓

口業務の委託事業者であります株式会社八千代市水道サービスの事務所

を集約しています。 

料金徴収や水道管の修繕など，上下水道に関わる窓口をワンストップ化

することで，市民サービスの向上が図られていると考えています。 

続きまして，新庁舎の外観の写真をご覧ください。 

右側の青色の点線で囲われている部分が既存の第２別館を改築した部

分でございます。左側の赤色の点線で囲われている部分が今回増築した部

分となっております。 

３ページをご覧ください。こちらが新庁舎の１階の平面図になっており

ます。 

左側の青色の点線で囲っている部分が既存第２別館の改築部分で，右側

の赤色の点線で囲っている部分が，増築部分になっております。増築部分

の１階に，市民の方の利用が多い業務スペースを整備しております。 

次の４ページでありますが，２階の平面図になります。 

２階の増築部分は，水道と下水道事業全体の業務スペースとなっており

ます。 

上下水道局庁舎整備の内容についてのご報告は以上となります。 

 

ただいま報告いたしました内容について，何かご意見・ご質問等ありま

したらお願いいたします。 

 

 新庁舎の耐震性について，Ｉｓ値はどれぐらいになっているのでしょう

か。 
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工藤経営企

画課主査補 

 

 

高羽委員 

 

矢越経営企

画課主事 

 

 

 

袖澤議長 

ここの庁舎のＩｓ値ですが，既存の第二別館部分につきましては，Ｉｓ値

０．６を満たすような形になっております。新たに増築された部分につき

ましては，Is値０．７５を満たすような形で整備されております。 

 

 どうもありがとうございます。 

 

 他に何か，ご意見ご質問等ありますでしょうか。これ以降は，議事とな

ります。八千代市上下水道事業運営審議会条例第５条第１項の規定によ

り，会長が議長となりますので，議事の進行を袖澤会長にお願いいたしま

す。 

 

袖澤です。よろしくお願いします。 

まず，新庁舎完成おめでとうございます。心からお祝い申し上げます。

今年２０２３年は，１００年前の９月１日に関東大震災が起こりました。

そういう意味でも，本来，上下水道局っていうのは，綺麗な水と，あと，

排水処理というのが主な仕事だと思うんですが，近年の日本ではゲリラ雨

とか集中豪雨，環境問題とかいろんな問題が起きて参りました。そのため

のいろんな防災，減災のための仕事も，上下水道局が多く増えていくと思

いますので，皆さん一致団結して，頑張っていただきたいと思います。そ

れから，コロナ禍で，去年は書面での審議会でしたが，今年はこのような

新しいところで，対面の審議会ができるっていうのは非常に，喜ばしいこ

とだと思っています。委員の皆さん，どしどしご質疑，あるいはご意見を

いただいて，この会を盛会に終わらせたいと思いますので，ご協力のほど

よろしくお願いいたします。 
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【議題１】 令和３年度決算の報告について 

 

袖澤議長 

 

 

萩野経営企

画課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題１「令和３年度決算の報告について」，事務局から説明をよろしくお

願いします。 

 

 事務局より令和３年度決算の報告をさせていただきます。上下水道局で

は，水道事業と公共下水道事業の二つの事業を行っておりますが，それぞ

れ別の会計となっております。 

初めに，水道事業の決算についてご説明をいたします。 

１ページをご覧ください。１ページの業務量の表になりますが，年度末

の給水人口につきましては，２０万１，８４６人で，前年度に対して１，

０２４人，０．５％増加し，普及率は９９．２％で，前年度に対して０．

１ポイント増加いたしております。 

次に，今年度の年間給水量は，１，９６８万８，９４６㎥で，前年度に

対して１４万６，０５７㎥，０．７％減少し，１日最大給水量は，５万９，

２６６㎥で，前年度に対して３，０４４㎥，４．９％減少いたしました。

年間有収水量は，１，８９７万５，９２３㎥で，前年度に対し，１万９，

８６４㎥，０．１％減少し，有収率は９６．４％で，前年度に対して０．

６％増加いたしました。 

続きまして，２ページをご覧ください。収益的収支の説明となります。 

収益的収支は，施設の維持管理など，日々の営業活動を行うための費用

と，そのための収入の状況を表しております。 

収入につきましては，営業収益は３４億７，６０２万９千円，そのうち，

給水収益は３２億８，２１２万８千円となっております。営業外収益は７

億５，９５４万７千円，そのうち納付金は３億４，０５９万９千円であり，

収入の計は４２億３，５５７万６千円となっております。 

支出につきましては，営業費用が３３億６，９７４万１千円となってお

ります。営業費用の主なものは，管路施設の維持管理費，受水費，事務経

費，減価償却費，職員人件費などによるものでございます。営業外費用は

１億８，３４８万３千円で，企業債の支払利息が主なものとなっておりま

す。 

以上，支出の計は３５億５，３２２万４千円であり，収入から支出を差

し引いた純利益は６億８，２３５万２千円となっております。なお，過去

１０年の給水収益と当年度純利益の推移は，下の折れ線グラフの通りとな

っております。 

次に，資本的収支でございます。 
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資本的収支とは，新たな施設の整備や既存施設の更新を行うための費用

と，その財源となっております。 

収入の計は１４億３，４６９万９千円で，内訳は企業債１０億５，８０

０万円，工事寄附負担金３億７，６０３万９千円などとなっております。 

支出の計は３０億８５７万８千円で，内訳は建設改良費２２億５，４０

３万円，及び企業債償還金７億５，４５４万８千円となっております。な

お，建設改良費のうち約９億２，６００万円が管路耐震化事業に関わる事

業費，約９億４千万円が村上給水場施設改良事業に関わる事業費となって

おります。 

資本的収支で生じた１５億７，３８７万９千円の不足につきましては，

過年度損益勘定留保資金，減債積立金など，内部留保されている資金で補

填しております。 

４ページをご覧ください。企業債と保有資金残高のご説明となります。 

上下水道局では，浄・給水場や管路の耐震化，老朽化対策のための施設

の更新工事を進めておりますが，自己資金だけでは事業費を賄うことが困

難であるため，企業債の借入れを行っております。 

令和３年度の借入額は１０億５，８００万円，年度末企業債残高は１３６

億５，６３０万８千円，年度末保有資金残高は３１億５，２５８万９千円

となっております。下段のグラフの青い折れ線がお示しするとおり，近年，

企業債残高は増加傾向となっております。 

なお，決算上は年度末保有資金残高は大きく増加しておりますが，その

理由といたしましては，村上給水場施設改良事業の工期を延期したこと

や，次年度への繰越し事業があることによる影響がございます。 

５ページをご覧ください。水道管路の布設状況及び耐震化の状況となっ

ております。 

令和３年度末における管路の布設状況は，導水管，送水管及び配水管の

すべての管の延長の合計が７０８.８６ｋｍとなっております。耐震管の

状況につきましては，耐震管の年度末延長は４３１.８１ｋｍとなり，本市

における水道管の耐震化率は６０．９％となっております。なお，令和２

年度の千葉県全体の水道管の耐震化率の平均は２５．９％となっておりま

して，八千代市の耐震化率は県内でも高い水準となっております。 

また，市役所や消防本部，警察署，保健センター，病院，公民館，小・

中学校などの避難場所や災害対応活動の拠点を重要給水地点と位置付け，

ここに繋がる管路の耐震化を優先的に進めており，この重要給水施設への

管路の令和３年度末の耐震化率は８４．６％となっております。 

以上で水道事業会計の説明を終わります。 
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続きまして，公共下水道事業の決算状況をご説明いたします。 

６ページをご覧ください。まず，処理区域内人口は１８万８，２９１人

で前年度に対して９３８人，０．５％増加し，普及率は９２．５％で前年

度と同様になっております。水洗化率は９９．２％で，前年度と同様でご

ざいます。年間汚水量は２，１７４万２，２２９㎥で，前年度に対して，

１９万５，３６６㎥，０．９％減少し，１日平均汚水量は５万９，５６８

㎥で，前年度に対して５３５㎥，０．９％減少いたしました。年間有収水

量は，１，７８０万９，４４６㎥で，前年度に対して６万９，０１７㎥，

０．４％減少いたしました。 

７ページをご覧ください。収益的収支の説明となりますが，収入につき

ましては，営業収益は２６億２，７９１万６千円，そのうち主なものであ

る下水道使用料は２２億１，４８９万４千円となっております。営業外収

益が７億６，５４６万１千円，特別利益が８，３２２万８千円となってお

ります。 

以上，収入の計は３４億７，６６０万５千円となっております。 

支出につきましては，営業費用は３１億８，４２５万７千円となっていま

す。主なものは，流域下水道維持管理費及び減価償却費でございます。営

業外費用は１億３，５９１万６千円となっており，企業債の支払利息が主

なものとなっております。 

以上，支出の計は３３億２，０１７万３千円であり，収入から支出を差

し引いた純利益は１億５，６４３万２千円となっております。過去１０年

間の下水道使用料収入と当年度純利益の推移は，下の折れ線グラフの通り

となっております。 

次に，資本的収支でございます。 

収入の計は２３億６，１０６万９千円で，内訳は企業債１０億５，０４

０万円，国庫補助金９億８，７４９万８千円，負担金２億８，２２８万円

などとなっております。負担金は，雨水に関わる経費等の一般会計からの

負担金，八千代 1号幹線など他市と共同で運用している施設の整備を八千

代市が行ったものに関わる他市からの負担金などとなっております。 

支出の計は３３億１，０５３万３千円で，内訳は，建設改良費２７億６

４７万３千円，企業債償還金６億４０６万円であり，収支で生じた不足額

９億９，５１１万３千円につきましては，過年度損益勘定留保資金，減債

積立金などの内部留保されている資金で補填しております。 

９ページをご覧ください。企業債と保有資金残高の説明でございます。 

近年は，八千代１号幹線沿線地域の浸水被害軽減対策に関わる工事など

に多くの資金が必要となっており，その財源として，企業債の借入れを行
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袖澤議長 

 

 

森中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

萩野経営企

画課長 

 

 

 

 

 

森中委員 

 

 

 

 

 

っております。今後も，八千代１号幹線沿線地域の浸水被害軽減対策のた

めの管渠布設工事や，その他の地域の道路冠水が発生する箇所における雨

水排水施設の整備，老朽施設の更新を行っていくための財源として，企業

債の借入れを予定しております。 

令和３年度の企業債の借入額は１０億５，０４０万円，年度末企業債残

高は８２億２６０万８千円，年度末保有資金残高は，１７億４，５７２万

７千円であり，平成２７年度の使用料改定以降，増加傾向となっておりま

す。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

 

ただいま，事務局から説明がありましたが，内容につきまして，何か皆

さんから，ご意見ご質問等がありましたら，挙手してお願いいたします。 

 

はい。では最初に質問をさせてください。八千代市にある秀明大学の教

授をしております，森中と申します。よろしくお願いします。公益会計は

一般の企業会計と比べてちょっと難しいところがあるので教えてくださ

い。まず，令和３年度，令和４年度で，八千代市全体で財政状態に関して

何か特段の変化状況がございましたでしょうか。これをお聞きしたいの

は，例えば私が住んでおります居住地の市川市では，市長がですね，小中

学校の給食の無償化ということで，財源を一律５％シーリングカットとい

うようなことを打ち出して発表しております。何か特段の事情とかが，こ

れまでの状況と変化するような全体的なことはございましたでしょうか。 

 

はい。詳細のところは，今，資料持ち合わせてないんですけれども，予

算編成の方針というのがありまして，そこにつきましては，３年度４年度

につきまして，ものすごく大きな変化があったようなことはありませんの

で，同じような形で，必要なものに経費は使うけれどもなるべく最小の資

金で最大の効果を出すようにといった形で引き続き予算は活用している

状況であるというふうに考えております。 

 

ありがとうございました。何か特段の事情の変化はないということで承

りました。それでは，ちょっと教えていただきたいんですが，損益計算書

と資本的収支の状況と，損益計算書はその年度年度の収益と費用，資本的

収支は，設備関係の弁費というふうに理解しております。例えば，２ペー

ジの収入のところの純利益ですね，収益的収支の純利益が書かれています

が，６億８，０００万と，損益計算書，３ページの損益計算書の費用の部
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岡村経営企

画課副主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森中委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分の減価償却費，減価償却費っていうのは，過去に出資した現金ですから，

この令和３年度には現金として支出しておりませんので，１５億を足すと

キャッシュとして２１億手元に残ると。 

それで資本的収支の１５億を損益勘定留保資金で補填して，そうすると６

億ぐらい余ると思うんですが，４ページの年末保有資金残高は，ここでは

３０億。まず，３ページの不足額に関しては，過年度の損益勘定の留保資

金ということで，その３年度の留保資金は当然入れてないということです

かね。２年度の留保額から補填している。そうすると，３年度分には結構

資金として手元に残る計算になるんじゃないかと思うんですが，これはど

ういうふうに，公共会計をですね，理解する部分で教えていただければと

思います。 

 

不足額のところに，内部留保されている資金で補填したわけなんですけ

れども，こちらにつきましては，過去の元年度と２年度で，減価償却費等

で残った財源ですね，そちらを使っておりまして，合わせて元年度と２年

度で７億弱ぐらいを使っております。それとあと前年の利益の７億８，０

００万ぐらいを減債積立金というものに積み立てて，３年度中で支払う起

債の償還に充てているんですけど，それと同じく７億円ほどを使っており

まして，合わせて大体１５億円ぐらいを使ったという形になります。先ほ

どの１５億と７億くらい，大体２２億くらい経年で，手元の現金が増える

という形で，そこから不足額に充てて，１５億ですかね，そこに積み込む

わけなんですけれども，手元の現金は３億ぐらいしか，プラスになってな

いというところなんですけれども。 

 

３０億ですね，年度末の保有資金，要はですね，お聞きしたいのは，企

業債，借入額，負債ですよね。それが年々累積で，３年度末で１３６億，

４年末で１５０億ですか，増えるのを抑制を図っているということで，負

債は確認できるんですけれども，累積の資産，資金がいくらぐらい残って

いるかというところが，この資料ではちょっと私はわからなかったもので

すから，負債がどんどん増えていても，一方内部留保がどんどん増えてい

るのであれば，そんなに問題はないと。そこの乖離が広がっているのであ

れば，問題も少し大きいのかなと。そこの資本の公開の部分が，資料とし

てわかるのは，年度末保有資金残高というところだけで，それ以外の何か

資産はあるんですか。 
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岡村経営企

画課副主幹 

 

 

 

 

 

森中委員 

 

袖澤議長 

現金としてはここに記載がある内容で資金残高で３１億とかっていう

のがあるんですけども，それ以外に改良をかけて，施設が新しくなってき

ますのでその分の資産価値としては，どんどん増えているんですけれど

も，昔の資産，ほとんど減価償却している部分が，今，どちらかというと

機械設備関係なんかはもう償却終わるとか，終わり間近というものが多く

なっておりますので，そこら辺で資産価値が残っているかと言われると，

少なめなので，そこを，投資をして，現金が減るんですけれども，新たに

固定の資産として増やしていくような形でまわしていけたらというふう

には考えています。 

 

なるほど。そうすると企業債の借入れを抑制していく方向で，事業計画

もなさってらっしゃるんですけれども，設備関係の資産価値は減価償却で

その分減ってて，いずれそれを，留保したもので買い換えないといけない

と。そうなると，資産は，年度末の保有資金のところだけで考えれば，判

断ができるという理解でよろしいでしょうか。 

 

そうですね，年度末の保有資金で考えていただいて，いいんですけれど

も，あとはちょっと，今，大きな工事としては，村上給水場の改良をして

いるんですけど，繰越しになっていまして，それが完成するとですね，そ

こで一時的には大きく増えるというような形で考えておりますが，ちょっ

とそこが特殊かなというところなんですけれども，概ねおっしゃる通りで

ございます。 

 

ご教示いただいてありがとうございます。理解できました。 

 

他にどなたか質問ありますか。よろしいですか。では，ないようなので，

議題１「令和３年度決算の報告について」を終了させていただきます。 
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【議題２】 第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代市公共下水道事 

業経営戦略実施計画の令和３年度取組状況の報告について 

 

袖澤議長 

 

 

 

工藤経営企

画課主査補 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 議題２「第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八千代

市公共下水道事業経営戦略実施計画の令和３年度取組状況の報告につい

て」を議題といたします。事務局から説明をお願いします。 

 

第２次八千代市水道事業経営戦略 実施計画及び，第２次八千代市公共

下水道事業経営戦略 実施計画の令和３年度の取組状況について，資料２

と資料３に基づいて，ご説明いたします。 

本市の上下水道事業の経営の基本計画でございます，第２次経営戦略を

令和元年度に策定しておりますが，経営戦略に掲げた方針に基づき，今後

の取組みをより具体的に示したものとして，実施計画を策定しておりま

す。この実施計画に掲げております令和３年度における取組みの実施状況

について，ご説明いたします。なお，こちらにつきましては，令和４年の

９月に作成し，ＨＰ等で公表しているものとなります。 

時間の都合上，重点的な取組みを中心に説明してまいりますが，まず，

水道事業についての説明と質疑応答を行い，水道事業が終わった後，担当

職員を入れ替え，公共下水道事業の説明をさせていただきたいと思います

ので，よろしくお願いいたします。 

それでは，水道事業からご説明いたします。資料の２の水道事業の取組

状況の２ページと３ページをご覧ください。 

 こちらは，実施計画に掲げている１つ１つの取組み内容と，目標値の有

無，それから，実施状況をＡ，Ｂ，Ｃ評価で表にしたものです。Ａ，Ｂ，

Ｃの評価の基準につきましては，２ページの上の方に記載しております

が，Ａが計画どおり実施した，Ｂが計画どおりではないが実施した，Ｃが

実施できなかったものとなっています。基本的な評価がこのＡ，Ｂ，Ｃと

なりますが，それ以外にも傍線が，令和３年度における計画が無いもの，

米印が令和３年度における計画はありませんでしたが，実施をしたものと

なっています。 

 令和３年度は，全部で２９項目の取組みを計画に掲げていましたが，２

２項目がＡ評価，６項目がＢ評価，１項目がＣ評価となっております。 

また，令和３年度の取組み計画としていなかった１項目につきまして，

実施をいたしました。Ｂ評価，あるいはＣ評価となった項目につきまして

は，その理由を，それぞれの取組み状況に記載しております。 

それでは，主要な取組み項目の実施状況をご説明いたします。 
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袖澤議長 

 

８ページをご覧ください。下段の表の「企業債の借入の抑制」につきま

しては，年々増加する企業債残高を圧縮するために，企業債の借入れを一

定の範囲内にとどめることを目標としたものです。令和３年度は，当該年

度予算における企業債充当率の上限を６２％とする目標値を設定してお

りましたが，管路耐震化事業及び村上給水場施設改良事業の財源として，

令和４年度への繰越事業の財源も含めて７億８，８２０万円の借入額とな

り，企業債充当率は，企業債の対象となる事業費の５０．６１％となって

おります。評価はＡとなっております。 

なお，先ほどの決算状況の報告の中でご説明させていただきましたが，

村上給水場施設改良事業の工期を延期したことにより，令和３年度の起債

充当率は，計画に比べて低いものとなっております。 

続きまして，１５ページをご覧ください。上段の表の「村上給水場施設

改良工事」をご覧ください。 

八千代市内には７つの浄・給水場がございますが，村上給水場につきま

しては，特に老朽化が著しく，令和元年度から施設の改良工事を実施して

おります。本工事は，当初，令和元年度から令和３年度までの継続事業と

して実施しておりましたが，工法の変更等により，工事の進捗に遅れが生

じたことから，令和５年度まで工事期間を延伸いたしました。このため，

評価はＢとなっております。 

続きまして，１７ページをご覧ください。上段の表の取組み項目「非

耐震管の入れ替え」につきましては，先ほどの決算状況の報告と説明が

重複する部分もございますが，令和３年度は，重要給水施設管路及び老

朽管について, 延長３，８３３．２ｍの改良工事を実施し，管路の耐震

化率は６０．９％となっております。こちらの目標値としましては，既

設管路の更新延長が５．５ｋｍ，管路の耐震化率が６１．４％となって

おり，この目標値を達成できなかったことから，Ｂ評価としておりま

す。なお，本事業につきましては，令和２年度から債務負担行為及び繰

越を活用し，施工時期の平準化に取り組んでおります。令和３年度は延

長５，５３６．２ｍを発注し，令和４年度への繰越分を含めると耐震化

率は６１．７％となります。 

水道事業の説明は以上となります。 

ここで水道事業の方の質疑応答の方，お願いできればと思いますので，

ご意見ご質問等ありましたら，よろしくお願いいたします。 

 

ただいまの事務局からの説明に対しまして，ご意見，ご質問ありました

ら，挙手をお願いいたします。 
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齊藤委員 

 

 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

 

 

高羽委員 

 

 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

 

 

 

 

高羽委員 

 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

高羽委員 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

高羽委員 

 はい。非耐震管，その他で，石綿管というのは，まだ布設されているの

でしょうか。あったらその箇所を優先的に入れ替え工事をした方がいいの

かなと思っているのですが。どうなんでしょうか。 

 

 はい。ご質問の石綿管につきましては，ほとんどの管が入れ替えが終了

しております。あと約１．５ｋｍほど残っているんですけども，そちらに

ついては問題がございまして，道路上に入っていないとか，手がつけられ

ない部分について１．５ｋｍほど未着手のまま残っております。 

はい。訂正でございます。約１．４ｋｍでございました。 

 

 はい。すみません。今の質問のところなんですが，今回非耐震管の入れ

替えですか，達成できなかったということなんですけども，その理由はな

んでしょうか。 

 

 はい。目標値６１．４％に届かなかった理由としましては主に，平準

化というものを取り組んでいくという結果でございます。こちらの経営

戦略上で計画していたものが，年度内ですべて終わらせるという数字を

載せているのですが，平準化を目標として，繰越しを多くしていますた

めに，その数字に届かなかったというものでございます。今後ですねち

ょっと経営戦略上の数値，見直しをしまして，平準化を盛り込んだ数値

に変えさせていただこうと考えております。 

 

そうしますと４年度は目標値をちょっと下げまして，それで平準化され

ていくということでよろしいでしょうか。 

 

令和４年度につきましては，目標値としてはまだ平準化を盛り込んだ数

値ではございません。令和５年度から変更して，達成できるような数値に

変えさせていただこうと考えています。 

 

４年度の数字もＢ評価ということになるのでしょうか。 

 

 おそらくＢとなるとは思います。集計してみないと繰越しのところと，

また変わって織り込んでどうなるかちょっとわからないのですが，おそら

くＢとなると考えています。 

 

 はい。ありがとうございました。 
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袖澤議長 

 

岩佐委員 

 

 

 

 

 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

 

 

 

 

 

岩佐委員 

 

袖澤議長 

 

 

工藤経営企

画課主査補 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他にご質問ありますか。 

 

 １５ページの先ほどご説明ありましたように，村上給水場の改良工事

なんですが，元年から進めてきてここで，工法の変更ということで，３

年度に工法変更の必要性があって繰越しになったということで，差し支

えない範囲で結構ですけど，具体的に工法の変更等ということで，かな

り大きな変更があったのかなというふうに推測していますけれども，も

しご説明いただければ，よろしくお願いいたします。 

 

はい。工法の変更というのは主にですね，撤去時におきまして，この不

測の時間がかかってしまったものがございます。 

ただ，仮設材がですね，当時の給水場を建てたときに，存置されていた

と，それが邪魔になったために，その仮設の方法を変更したのが 1点と，

もう一つ，建物の撤去の時にですね，既存の完成図がございまして，そち

らで，厚みですとか，そういうものを検討して，この方法でいきましょう

ということで決定していたんですが，それが想定以上に厚みがあったため

撤去できなかったと，そのために工法変更したというものがございます。 

 

わかりました。ありがとうございました。 

 

他にご意見ありましたら。よろしいですか。 

 では，ないようなので，公共下水道事業の方の説明をお願いします。 

 

下水道の担当職員と入れ替えを行いますので，少々お待ちください。 

では，続きまして，公共下水道事業の取組状況について，ご説明いたし

ます。 

資料３の，３ページと４ページをご覧ください。公共下水道事業につき

ましては，全部で２８項目の取組みを計画に掲げていました。このうち２

３項目がＡ評価，５項目がＢ評価となっております。引き続き，重点的な

取組み項目の実施状況をご説明させていただきます。 

６ページをご覧ください。上段の表の取組み項目「スットクマネジメン

ト計画に基づく改築（管路施設）」をご覧ください。こちらにつきましては，

今後，標準耐用年数を迎える施設が増加してくることから，施設の点検・

調査，改築を計画的に行っていくことが重要な取組みとなっております。

本市は，令和元年度に策定した「八千代市下水道ストックマネジメント計

画」に基づき，下水道施設の改築を進めております。令和３年度につきま
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袖澤議長 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

しては，八千代台地区の汚水管渠改築実施設計及び工事を行ったほか，市

内の管渠の点検，調査を行いました。評価はＡとなっております。 

また，７ページの上段にも，「ストックマネジメント計画に基づく改築

（ポンプ場施設）」の取組み項目がございますが，こちらにつきましては，

令和３年度から令和４年度までの継続事業として，北部汚水中継ポンプ場

の改築工事を行っております。令和３年度は屋上防水工事を実施いたしま

したが，令和３年度中に予定していた機械設備等の工事が実施できなかっ

たため，評価はＢとなっております。 

次に，１３ページの「未整備箇所の整備」をご覧ください。こちらは，

宅地化された市街化区域に点在している未整備箇所等の整備を進める取

組みでございますが，萱田処理分区汚水管渠実施設計（詳細）業務委託，

下市場汚水管渠築造工事委託，大和田新田２２８－２地先汚水管渠築造工

事につきまして，記載の理由のとおり繰越を行っておりますことから，評

価はＢとなっております。 

続きまして，１７ページをご覧ください。「八千代１号幹線浸水対策（管

渠の整備）」でございます。こちらは，平成２５年に発生した台風２６号に

より，大きな被害がもたらされた八千代１号幹線沿線地域の浸水対策のた

め，管渠整備を行っている事業となります。この事業は，令和３年度での

完了を予定しておりましたが，一部の工事が令和４年度へ繰越したことか

ら評価をＢといたしました。 

経営戦略実施計画の取組状況の説明は以上となります。 

また，この実施計画につきましては，毎年度ローリングを行い，将来の

５か年の計画を策定することとしており，今年度は，令和４年度版の実施

計画に基づいて事業を行っております。 

令和４年度版の実施計画につきましては，水道事業を資料４，公共下水

道事業を資料５として配布させていただいておりますが，時間の都合上，

内容の説明は省略させていただきます。 

以上で，議題２の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

 

ただいまの事務局からの説明に対しまして，内容について何かご意見，

ご質問等がありましたら，よろしくお願いいたします。 

 

はい。１６ページのですね，未接続世帯があると思うんですが，浄化槽

かなんかで処理していると思いますが，公共下水道に接続しない理由と

か，何かありますか。 
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宮崎給排水

相談課長 

 

 

 

 

 

 

齊藤委員 

 

 

 

宮崎給排水

相談課長 

 

 

 

齊藤委員 

 

袖澤議長 

 

大内委員 

 

 

 

 

 

 

宮崎給排水

相談課長 

 

 

大内委員 

 

袖澤議長 

 

はい。未接続ということで，いろんな理由がございますが，主なものと

いたしましては，下水道が整備された時期と，あと，未接続の住宅等が建

築された時期が必ずしも合っていないものですから，浄化槽等で整備をさ

れたところに関しては，浄化槽がまだ使える状態の時に，なかなか本下水

の方に接続をしていただけておりませんので，訪問調査ということで，そ

の時期を見計らって毎年声掛けをさせていただいているという状況でご

ざいます。 

 

そうしますと，浄化槽の点検とか，年何回あるかわかりませんがありま

すよね。それと下水道に接続した場合の使用料って言うんですかね，そっ

ちと比べてもやっぱり，浄化槽の方が安いということなんでしょうかね。 

 

はい。新たに設置する場合ですと，下水道に接続された方が安くなる場

合もございますが，すでに浄化槽が設置されている場合については，日常

の管理になりますので，そのままお使いいただいた方が安くなると考えて

おります。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

他に何かありましたら。 

 

八千代市の工場協議会から参加させてもらっています大内と申します，

よろしくお願いいたします。協議会の会員の中からはですね，下水道施設

の更新といいますか，改築にあたって，かなり工事費用の負担を言われて

るという意見が少し出てるんですが，こういった事業の費用負担っていう

のは，民間にも，考えて予定されてるのでしょうか，それとも違った意味

の負担ということなんでしょうか。 

 

はい。一般の住宅につきましては，改築，接続に対しての資金を無利子

で貸し付け等の制度があるんですが，工場等への資金の援助とか，そうい

ったものについては今のところ設定はございません。 

 

わかりました。ありがとうございます。 

 

１７ページの雨水施設の整備拡充についてですが，最近の環境の変化

で，大雨だったりゲリラ雨による冠水とかあるんですが，実際に，例えば
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鹿野下水道

課主幹 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖澤議長 

 

 

 

 

 

佐藤上水道

課長 

 

 

 

 

 

 

袖澤議長 

 

 

 

 

 

こういう２５年の台風２６号による豪雨についてですね，どのぐらいの被

害っていうか，例えば住民に対するそういう避難とか，近くの小学校とか

対象になると思うんですけど，そういうところに対しての，例えば，避難

した人のための，簡易トイレとか，あるいは飲料水とか，そういうものの

備蓄みたいな，そういう対策はやってらっしゃるんでしょうか。 

 

まず，避難所を設営した場合につきましては，その避難所において，ト

イレの避難所で，下水も壊れてしまわない限り，地震等で壊れてしまった

場合は，置型のトイレですとかそういったものは用意しなければならない

んですけれども，大雨等による避難の場合ですと，基本的に下水道は流れ

てしまいます。汚水は流れてしまいますのでまずトイレの方は，問題ない

というふうに考えてございます。ただし，避難生活が長くなってしまった

場合，食料等の備蓄というのは，防災の方と連携をさせていただきまして，

体育館ですとか，学校ですとかそういったところにご避難いただいた方に

対して，物資を届けていくというような形になってございます。 

 

それに対してですね，そうすれば，避難者が小学校に避難した場合に，

水が，１日１人当たり３Ｌ必要です。それが３日ぐらいあれば，どうにか

なるっていう考えなんですが，そのための，例えば飲料水に対する備蓄っ

ていうか，例えば貯水槽を設けるとか，そういうところの，準備はどうな

んですか。 

 

はい。まず飲料水の備蓄につきましては，簡易的なものでいくと，ペッ

トボトルでの備蓄がございます。それ以外につきましては，今現在先ほど

仰いました，貯水槽，今現在２基設置してございます。新たに１基を今，

この市役所庁舎敷地内に工事発注済みでございます。 

それ以外につきまして，台風とかですと，限定的な場所になってきます

ので避難場所はですね。そうしますと，そこに対して，給水タンク車を用

いまして，運ぶような格好になります。 

 

八千代市民２０万人と考えますと，小学校の２５ｍプールは大体３００

㎥なんですが，そうすると大体八千代市に６つか７つくらいそうゆうプー

ルの大きさの貯水槽があれば，２０万人，万が一八千代市全体が避難状態

でも，完全なんです。１日３Ｌとして，３日間使う場合。先ほどの説明で，

２つ用意されてるということなので，八千代市全体がそういう避難する場

合はないと思うんですが，２基あれば，まあまあ大丈夫かなっていうよう
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佐藤上水道

課長 

 

 

袖澤議長 

 

 

 

 

 

な感想を持ちました。 

 

現在稼動できているのが２基で，１基を追加で整備中でございます。 

それぞれが，１００㎥の貯水能力がございまして，人数に換算しますと，

１万人の３日分ですね。 

 

他に何かご質問，ありますか。よろしいですか。では，他にないような

ので，議題２「第２次八千代市水道事業経営戦略実施計画及び，第２次八

千代市公共下水道事業経営戦略実施計画の令和３年度取組状況の報告に

ついて」を終了させていただきます。 

以上で本日の議題はすべて終わりました。 
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【その他】 

 

袖澤議長 

 

萩野経営企 

画課長 

 

 

 

 

 

 

梶原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

袖澤議長 

事務局から他に何かありましたら，お願いします。 

 

本日はご審議のほど，ありがとうございました。次回の会議の開催につ

いて，ご報告させていただきたいと思います。 

今年度の審議会は，今回のみとなりまして，来年度につきましては，新

型コロナウイルス感染症の蔓延状況を見ながらとなりますが，また開催が

決まり次第ご連絡させていただきたいと思いますのでよろしくお願いい

たします。 

以上でございます。 

 

あとよろしいですかね。市民委員を代表して梶原と言いますけど，ちょ

っと発言させていただきます。令和４年度の八千代市水道料金について

は，１０月・１１月分，１２月・１月分，２月・３月分の検針分を対象に，

現在の原油価格高における各種物価高騰に伴う負担低減を図る目的で，水

道基本料金を免除するとのことです。私たち市民は，公共料金が１円でも

安くなることは大歓迎でありまして，市民は嬉しい施策だと思っておりま

す。 

ここでちょっと要望したいことがあります。私の周りの市民の方々から

は，この施策を知らない人もいましたので，より一層の事前周知をしてい

ただきまして，市民の経済的負担感が，少しでも和らぎ，また家計を応援

することになりますので，今後とも市民各層への周知の方ですね，周知方

には万全を期して行っていただきたいと思いますよろしくお願いします。 

 

他にご要望，ご意見はありますか。よろしいですか。では，これをもち

まして，令和４年度第 1 回八千代市上下水道事業運営審議会を閉会しま

す。ありがとうございました。 

 

 

以上 


